1節　式の計算
1　整式とその加法・減法
1　単項式と多項式
　整式 
　　　　　　　　それぞれの単項式を項といい，文字の部分が同じ項を同類項という。
とくに，文字を含まない項を定数項という。
2　整式の整理
　　同類項をまとめて整式を簡単な形に直すことを，整式を整理するという。
　　とくに，次数の高い項から順に並べて整理することを，降べきの順に整理するという。
　　整式において，各項の次数の中で最も高い次数を，その整式の次数といい，
次数が  である整式を  次式という。
3　整式の加法・減法
　　  つの整式の和と差は，同類項をまとめることにより計算できる。

SPIRAL　A
1　次の単項式の次数と係数をいえ。
　　　⑴　		⑵　		⑶　
　　　⑷　		⑸　

2　次の単項式で 　 内の文字に着目したとき，次数と係数をいえ。
　　　⑴　　		⑵　　
　　　⑶　　		⑷　

3　次の整式を降べきの順に整理せよ。
　　　⑴　
　　　⑵　
　　　⑶　
　　　⑷　

4　次の整式は何次式か。また，定数項をいえ。
　　　⑴　		⑵　
　　　⑶　			⑷　


5　次の整式を， に着目して降べきの順に整理し，各項の係数と定数項を求めよ。
　　　⑴　
　　　⑵　
　　　⑶　
　　　⑷　

6　次の整式 ， について， と  を計算せよ。
　　　⑴　
　　　⑵　
　　　⑶　

7　 のとき，次の式を計算せよ。
　　　⑴　	⑵　		⑶　

SPIRAL　B
8　 のとき，次の式を
計算せよ。
　　　⑴　		⑵　

例題1　整式の加法・減法
 のとき，
 を計算せよ。


9　 のとき，次の式を
計算せよ。
　　　⑴　	⑵　


2　整式の乗法
1　指数法則
　　　　　　　　　
　ただし，， は正の整数である。
2　分配法則
　　， 　
3　乗法公式
　　　， 　
　　　
　　　
　　　

SPIRAL　A
10　次の式を計算せよ。
　　　⑴　		⑵　		⑶　
　　　⑷　			⑸　		⑹　

11　次の式を計算せよ。
　　　⑴　			⑵　
　　　⑶　			⑷　
　　　⑸　		⑹　

12　次の式を展開せよ。
　　　			⑵　
　　　⑶　		⑷　

13　次の式を展開せよ。
　　　⑴　		⑵　
　　　⑶　		⑷　

14　次の式を展開せよ。
　　　⑴　		⑵　
　　　⑶　		⑷　


15　次の式を展開せよ。
　　　⑴　			⑵　
　　　⑶　			⑷　
　　　⑸　		⑹　
　　　⑺　		⑻　

16　次の式を展開せよ。
　　　⑴　		⑵　	⑶　
　　　⑷　		⑸　	⑹　
　　　⑺　	⑻　	⑼　

17　次の式を展開せよ。
　　　⑴　		⑵　	⑶　
　　　⑷　	⑸　	⑹　

18　次の式を展開せよ。
　　　⑴　		⑵　
　　　⑶　		⑷　

19　次の式を展開せよ。
　　　⑴　			⑵　
　　　⑶　			⑷　

SPIRAL　B
20　次の式を計算せよ。
　　　⑴　
　　　⑵　

21　次の式を展開せよ。
　　　⑴　		⑵　
　　　⑶　		⑷　

22　次の式を計算せよ。
　　　⑴　		⑵　
　　　⑶　


23　次の式を展開せよ。
　　　⑴　		⑵　
　　　⑶　		⑷　
　　　⑸　		⑹　

24　次の式を展開せよ。
　　　⑴　		⑵　
　　　⑶　		⑷　

25　次の式を展開せよ。
　　　⑴　		⑵　
　　　⑶　		⑷　

26　次の式を展開したとき， の係数を求めよ。
　　　⑴　
　　　⑵　

SPIRAL　C
例題2　掛ける組合せの工夫
 を展開せよ。
　
考え方　掛ける組合せを工夫する。

 とおくと

[image: ]  を  にもどす

27　次の式を展開せよ。
　　　⑴　	⑵　


3　因数分解
1　因数分解の公式
　Ⅰ　共通因数のくくり出し
　　　　
　Ⅱ　因数分解の公式
　　　， 　
　　　
　　　
　　　
2　因数分解の方法
　　①　共通因数があればくくり出す。
　　②　最も次数の低い文字について降べきの順に整理する。
　　③　適当な置きかえや，項の組合せの工夫により整理する。

SPIRAL　A
28　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　		⑵　		⑶　
　　　⑷　		⑸　		⑹　

29　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　		⑵　
　　　⑶　			⑷　

30　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　		⑵　
　　　⑶　		⑷　

31　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　		⑵　
　　　⑶　		⑷　

32　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　		⑵　	⑶　

33　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　		⑵　	⑶　


34　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　		⑵　		⑶　
　　　⑷　		⑸　		⑹　

35　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　		⑵　		⑶　
　　　⑷　		⑸　		⑹　
　　　⑺　		⑻　		⑼　

36　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　			⑵　
　　　⑶　		⑷　
　　　⑸　		⑹　
　　　⑺　			⑻　

37　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　		⑵　		⑶　
　　　⑷　		⑸　	⑹　
　　　⑺　		⑻　		⑼　
　　　⑽　		⑾　	⑿　

38　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　			⑵　
　　　⑶　		⑷　

39　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　		⑵　
　　　⑶　		⑷　

SPIRAL　B
40　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　		⑵　


41　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　			⑵　
　　　⑶　			⑷　

42　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　	⑵　
　　　⑶　			⑷　

43　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　		⑵　
　　　⑶　		⑷　
　　　⑸　

44　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　			⑵　
　　　⑶　		⑷　

45　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　	⑵　

46　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　
　　　⑵　
　　　⑶　
　　　⑷　
　　　⑸　

47　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　			⑵　
　　　⑶　		⑷　

48　次の式を因数分解せよ。
　　　　　


SPIRAL　C
例題3　因数分解の公式の利用
次の式を因数分解せよ。
⑴　				⑵　
考え方　 が利用できる形に式を変形する。
解　⑴　 
　
　
　
　
[image: ]  を足して  を引く
⑵　 
　
　
　
　
[image: ]  を足して  を引く
49　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　			⑵　
　　　⑶　			⑷　
　
例題4　積の組合せの工夫
次の式を因数分解せよ。
　　　
考え方　積の組合せを工夫する。
　　
の組合せで展開し， とおくと  の  次式で表すことができる。








50　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　
　　　⑵　


思考力PLUS　3 次式の展開と因数分解
1　3 次式の乗法公式
　　
　　　
　　
　　　
2　3 次式の因数分解の公式
　　
　

SPIRAL　A
51　次の式を展開せよ。
　　　⑴　			⑵　
　　　⑶　			⑷　
　　　⑸　			⑹　

52　次の式を展開せよ。
　　　⑴　		⑵　
　　　⑶　		⑷　

53　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　				⑵　
　　　⑶　			⑷　

SPIRAL　B
54　次の式を因数分解せよ。
　　　⑴　			⑵　
　　　⑶　			⑷　


2節　実数
1　実数
1　実数の分類
　　有理数　分数の形で表される数で，整数，有限小数，循環小数のいずれかになる。
注　循環小数　ある位以下では同じ数字の並びがくり返される無限小数
　　無理数　分数では表せない数で，循環しない無限小数になる。
　　実数　　有理数と無理数をあわせた数
[image: ]
2　数直線と絶対値
　　数直線　直線上の点に実数を  つずつ対応させた直線
　　絶対値　数直線上で，実数  に対応する点  と原点  との距離 。 と表す。
　　　　　　　　 のとき　　　 のとき　

SPIRAL　A
55　次の分数を小数で表せ。
　　　⑴　		⑵　		⑶　		⑷　

56　次の分数を循環小数の記号・を用いて表せ。
　　　⑴　		⑵　		⑶　		⑷　

57　次の実数に対応する点を数直線上にしるせ。
　　　⑴　		⑵　		⑶　		⑷　

58　次の値を，絶対値記号を用いないで表せ。
　　　⑴　		⑵　	⑶　	⑷　
　　　⑸　	⑹　	⑺　


SPIRAL　B
59　次の数の中から，① 自然数② 整数③ 有理数④ 無理数　であるものをそれぞれ選べ。
　　　　， 　 　， 　， 　， 　， 　， 　

60　次の文が正しいかどうか答えよ。
　　　⑴　 つの自然数の差は自然数である。
　　　⑵　 つの整数の和，差，積はすべて整数である。

例題5　循環小数の分数表示
循環小数  を分数で表せ。
解　　　 とおくと
　　　①
　　　②
①② より　　　よって　    

61　次の循環小数を分数で表せ。
　　　⑴　		⑵　	⑶　	⑷　

SPIRAL　C
例題6　絶対値記号を含む式の値
次の  の値について， を計算せよ。
⑴　	⑵　	⑶　




62　次の  の値について， を計算せよ。
　　　⑴　		⑵　	⑶　	⑷　


2　根号を含む式の計算
1　平方根
　　  乗すると  になる数を  の平方根という。正の数  の平方根は　

2　根号を含む式の計算
　　平方根の定義より　　
　　，  のとき　　 　 
　　，  のとき　　
3　分母の有理化
　　分母に根号を含む式を，分母に根号を含まない形に変形すること。
　　　　
　　　　
　　　　

SPIRAL　A
63　次の値を求めよ。
　　　⑴　 の平方根	⑵　		⑶　 の平方根		⑷　

64　次の値を求めよ。
　　　⑴　		⑵　	⑶　		⑷　

65　次の式を計算せよ。
　　　⑴　	⑵　	⑶　
　　　⑷　		⑸　		⑹　

66　次の式を  の形に表せ。
　　　⑴　		⑵　		⑶　
　　　⑷　		⑸　		⑹　

67　次の式を計算せよ。
　　　⑴　	⑵　	⑶　	⑷　


68　次の式を計算せよ。
　　　⑴　				⑵　
　　　⑶　				⑷　
　　　⑸　		⑹　

69　次の式を計算せよ。
　　　⑴　			⑵　
　　　⑶　				⑷　
　　　⑸　				⑹　

70　次の式の分母を有理化せよ。
　　　⑴　		⑵　		⑶　		⑷　		⑸　

71　次の式の分母を有理化せよ。
　　　⑴　		⑵　	⑶　		⑷　
　　　⑸　		⑹　	⑺　		⑻　

SPIRAL　B
72　次の  の値に対する  の値を求めよ。
　　　⑴　			⑵　		⑶　

73　次の式を計算せよ。
　　　⑴　		⑵　
　　　⑶　			⑷　

74　次の式を計算せよ。
　　　⑴　				⑵　
　　　⑶　				⑷　

75　次の式を計算せよ。
　　　⑴　				⑵　


SPIRAL　C
例題7　式の値
，  のとき，次の式の値を求めよ。
⑴　		⑵　		⑶　		⑷　
考え方　， 　 を利用するとよい。
解　⑴　  
⑵　
⑶　
⑷　
  

76　 のとき，次の式の値を求めよ。
　　　⑴　		⑵　		⑶　		⑷　	⑸　

77　 のとき，次の問いに答えよ。
　　　⑴　分母を有理化せよ。
　　　⑵　 の値を求めよ。
　　　⑶　 の値を求めよ。

例題8　根号を含む式の整数部分と小数部分
 の整数部分を ，小数部分を  とするとき， と  の値を求めよ。
解　　
ここで， であるから
　　　　
よって　　
したがって　　

78　 の整数部分を ，小数部分を  とするとき， と  の値を求めよ。


例題9　二重根号
次の式の二重根号をはずせ。
⑴　				⑵　
考え方　，  のとき	
 のとき			
⑵は， の前に  をつけるように工夫して計算する。



79　次の式の二重根号をはずせ。
　　　⑴　		⑵　		⑶　
　　　⑷　		⑸　		⑹　

80　次の式の二重根号をはずせ。
　　　⑴　	⑵　	⑶　	⑷　

例題10　分母の有理化の工夫
 の分母を有理化せよ。
考え方　　
となることを利用する。


81　次の式の分母を有理化せよ。
　　　⑴　			⑵　


3節　1次不等式
1　不等号と不等式　　2　不等式の性質
1　不等号の意味
　　  は  より小さい   は  未満　　  　  は  以下
　　  は  より大きい　  　  は  以上
2　不等式の性質
　　不等号を含む式を不等式といい， のとき，次の性質が成り立つ。
　　　　， 　
　　　　 ならば　　， 　
　　　　 ならば　　， 　

SPIRAL　A
82　次の数量の大小関係を不等号を用いて表せ。
　　　⑴　 は  より小さい		⑵　 は  未満
　　　⑶　 は  以下			⑷　 は  より大きい
　　　⑸　 は  以上			⑹　 は 以上  以下
　　　⑺　 は  より大きく  より小さい

83　次の数量の大小関係を不等式で表せ。
　　　⑴　ある数  を  倍して  を引いた数は，  より大きい。
　　　⑵　ある数  を  で割って  を加えた数は，  の  倍以下である。
　　　⑶　ある数  を  倍して  を引いた数は， 以上  未満である。
　　　⑷　  本  円のえんぴつを  本と， 冊  円のノートを  冊買ったときの合計金額は， 円未満であった。

84　 のとき，次の  つの数の大小関係を不等号を用いて表せ。
　　　⑴　， 　		⑵　， 　
　　　⑶　， 　		⑷　， 　
　　　⑸　， 　		⑹　， 　
　　　⑺　， 　	⑻　， 　


3　1 次不等式⑴
1　  の値の範囲と数直線
　　①　				②　
　　　　[image: ]			　　[image: ]
　　③　				④　
　　　　[image: ]		　　[image: ]
2　１次不等式の解き方
　　 についての不等式を満たす  の値を不等式の解といい，
不等式のすべての解を求めることを不等式を解くという。
　　　①　移項して  や  の形に整理する。
　　　②　 の解は　　 のとき　
　 のとき　

SPIRAL　A
85　次の不等式で表された  の値の範囲を，数直線上に図示せよ。
　　　⑴　				⑵　
　　　⑶　				⑷　

86　次の  次不等式を解け。
　　　⑴　			⑵　
　　　⑶　			⑷　
　　　⑸　			⑹　

87　次の  次不等式を解け。
　　　⑴　			⑵　
　　　⑶　			⑷　
　　　⑸　			⑹　

88　次の  次不等式を解け。
　　　⑴　		⑵　
　　　⑶　		⑷　
　　　⑸　		⑹　
　　　⑺　		⑻　


89　次の  次不等式を解け。
　　　⑴　			⑵　
　　　⑶　			⑷　
　　　⑸　			⑹　

SPIRAL　B
90　次の  次不等式を解け。
　　　⑴　		⑵　
　　　⑶　			⑷　
　　　⑸　		⑹　

SPIRAL　C
例題11　最小の整数解
  次不等式  の解のうち，最小の整数を求めよ。
解　不等式  を解くと

よって，求める整数は
 を満たす最小の整数であるから　  
　[image: ]

91　次の問いに答えよ。
　　　⑴　  次不等式  の解のうち，最大の整数を求めよ。
　　　⑵　  次不等式  の解のうちで負の整数であるものの個数を求めよ。


3　1 次不等式⑵
1　連立不等式
　　　連立不等式  の解　　   の解と    の解の共通範囲
　　　不等式  の解　　　連立不等式  の解
2　不等式の応用
　　最大値・最小値を求める文章題などでは，与えられた条件を不等式で表す。

SPIRAL　A
92　次の連立不等式を解け。
　　　⑴　			⑵　
　　　⑶　			⑷　

93　次の連立不等式を解け。
　　　⑴　		⑵　
　　　⑶　		⑷　

94　次の不等式を解け。
　　　⑴　		⑵　
　　　⑶　		⑷　

SPIRAL　B
95　次の連立不等式を解け。
　　　⑴　			⑵　


96　次の問いに答えよ。
　　　⑴　  個  円のりんごと  個  円のりんごをあわせて  個買い，合計金額が  円以下になるようにしたい。 円のりんごをなるべく多く買うには，それぞれ何個買えばよいか。
　　　⑵　  冊  円のノートと  冊  円のノートをあわせて  冊買い，  本  円の鉛筆を  本買って，合計金額が  円以下になるようにしたい。  冊  円のノートは最大で何冊買えるか。

97　次の不等式を満たす整数  をすべて求めよ。
　　　⑴　			⑵　
　　　⑶　

SPIRAL　C
例題12　四捨五入と式の値の範囲
，  の小数第  位を四捨五入すると， は ， は  になった。
このとき， の値の範囲を求めよ。
解　  は小数第  位を四捨五入すると  になる数であるから　
  は小数第  位を四捨五入すると  になる数であるから　
よって　　
したがって　

98　 の小数第  位を四捨五入すると  になるという。このような  の値の範囲を求めよ。

99　 の食塩水が  ある。これに水を加えて食塩水の濃度を  以下になるようにしたい。水を何  以上加えればよいか。

ヒント　99 


思考力PLUS　絶対値を含む方程式・不等式
1　絶対値を含む方程式・不等式の解
　　 のとき，方程式  の解は　
　不等式  の解は　
　不等式  の解は　
2　絶対値を含む方程式・不等式の解き方
　　絶対値の定義により場合分けをして，絶対値を含まない方程式・不等式にする。

SPIRAL　A
100　次の方程式，不等式を解け。
　　　⑴　			⑵　
　　　⑶　			⑷　

101　次の方程式，不等式を解け。
　　　⑴　			⑵　
　　　⑶　			⑷　
　　　⑸　			⑹　

SPIRAL　B
例題13　絶対値を含む方程式
次の方程式を解け。
　　　
考え方　  の値の範囲で場合分けをして，絶対値記号をはずす。
解　(ⅰ)　 すなわち  のとき
　　　　
　　よって，与えられた方程式は　　
　　これを解くと　
　　この値は，  を満たす。
(ⅱ)　 すなわち  のとき
　　　　
　　よって，与えられた方程式は　　
　　これを解くと　
　　この値は， を満たさない。
(ⅰ)，(ⅱ)より，求める解は　　

102　次の方程式を解け。
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